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§１．研究成果の概要 

 

2020 年度は，2019 年度に引き続く，データ駆動型クープマン作用素による非線形力学系の解

析と設計に関する研究として，主にシステム制御と近似計算に関する方法論の整備を行い，実応

用への適用可能性を検討した． 

実応用は空調システムならびに電力ネットワークである．システム制御では，入力に関してアファ

インな非線形制御系に対して，ドリフト項（ベクトル場）に対するクープマン作用素に基づく状態フィ

ードバック制御則を導出した．そして，部屋内温度場の振動抑制を目的として，導出した制御則を

空調システムに適用し，計測データを組み込んだ計算機シミュレーションにより有効性を示した． 

一方近似計算では，クープマン作用素の固有値およびクープマンモード（固有関数と観測量と

の内積）を多変量のストリーミングデータから逐次推定するためのオンライン型アルゴリズムを導出

し，西日本 60Hz 交流ネットワークに対する同期位相計測データへの適用により，アルゴリズムの妥

当性を検討した． 

また，理論研究として，クープマン作用素の固有値・固有関数およびクープマンモードをデータ

から推定するために必要となる観測量の設定について，数式モデルの情報を利用した非線形系の

polynomialization に基づく方法を提案した． 

最後に，次年度以降の検討に供することを目指して，キャンパス内電力配電ネットワークの同期

位相計測システムを構築し，実計測とデータの蓄積を開始した． 
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